
- 1 - 

船橋市立飯山満中学校  「学校いじめ防止基本方針 」         

 

１いじめの防止等のための対策に関する基本的な方針      令和６年４月３日  

（基本理念 ） 

 い じ め は ， い じ めを 受 け た 生 徒 の 教 育を 受 け る 権 利 を 著 しく 侵 害 し ， そ の 心 身の 健

全 な 成 長 及 び 人 格 の形 成 に 重 大 な 影 響 を与 え る の み な ら ず ，そ の 生 命 又 は 身 体 に重 大

な 危 険 を 生 じ さ せ る恐 れ が あ る 。 し た がっ て ， 本 校 で は ， すべ て の 生 徒 が い じ めを 行

わ ず ， 及 び 他 の 生 徒に 対 し て 行 わ れ る いじ め を 認 識 し な が らこ れ を 放 置 す る こ とが な

い よ う に ， い じ め が心 身 に 及 ぼ す 影 響 その 他 の い じ め の 問 題に 関 す る 生 徒 の 理 解を 深

め る こ とを 旨 とし て， い じ めの 防 止等 のた め の 対策 を 行う 。    

（いじめの定義 ）  

 生 徒 に 対 し て ， 当該 生 徒 が 在 籍 す る 学校 に 在 籍 し て い る 等当 該 生 徒 と 一 定 の 人間 関

係 に あ る 他 の 生 徒 が行 う 心 理 的 ま た は 物理 的 な 影 響 を 与 え る行 為 （ イ ン タ ー ネ ット を

通 じ て 行 わ れ る も のを 含 む 。 ） で あ っ て， 当 該 行 為 の 対 象 とな っ た 生 徒 が 心 身 の苦 痛

を 感 じ てい る もの をい う 。                       

（いじめの禁止 ） 

 生 徒 は， い じめ を行 っ て はな ら ない 。  

（学校及び職員の責務 ） 

 い じ め が 行 わ れ ず， す べ て の 生 徒 が 安心 し て 学 習 そ の 他 の活 動 に 取 り 組 む こ とが で

き る よ う に ， 保 護 者他 関 係 者 と の 連 携 を図 り な が ら ， 学 校 全体 で い じ め の 防 止 と早 期

発 見 に 取 り 組 む と とも に ， い じ め が 疑 われ る 場 合 は ， 適 切 かつ 迅 速 に こ れ に 対 処し ，

さ ら に その 再 発防 止に 努 め る。  

２いじめの防止等のための対策の基本となる事項  

（１）基本施策  

 ①  学校におけるいじめの防止  

・ 生 徒 の豊 か な情 操と 道 徳 心を 培 い ， 心の 通 う 対人 交 流能 力の 素 地 を養 う ため ，全 て   

の 教 育 活動 を 通じ た道 徳 教 育及 び 体験 活動 等 の 充実 を 図る 。  

・ 保 護 者並 び に地 域住 民 そ の他 の 関係 者と の 連 携を 図 りつ つ ， い じ め防 止 に資 する 生   

徒 が 自 主的 に 行う 学校 行 事 など の 活動 に対 す る 支援 を 行う 。  

・ い じ め防 止 の重 要性 に 関 する 理 解を 深め る た めの 啓 発そ の他 必 要 な措 置 とし て ，   

「 い じ めを し ない 」「 い じ めゼ ロ 」な どの ポ ス ター の 掲示 を実 施 す る。  

  

②  いじめの早期発見のための措置  

・ い じ めを 早 期に 発見 す る ため ， 在籍 する 生 徒 に対 す る定 期的 な 調 査を 年 1 1回 （ 8月 以

外 の 毎 月） 実 施す ると と も に ， 意 見箱 の設 置 等 のそ の 他の 必要 な 措 置を 講 ずる 。  

（ 臨 時 休校 等 があ った 場 合 は実 施 しな いこ と が あ る 。 ）  

・ 生 徒 及び 保 護者 がい じ め に係 る 相談 を行 う こ とが で きる よう 相 談 体制 の 整備 を行 う 。  

 

 ③  いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上  

・ い じ めの 防 止等 のた め の 対策 に 関す る研 修 を 実施 し ，い じめ の 防 止等 に 関す る職 員 の

資 質 向 上を 図 る。  
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 ④  インターネットを通じて行われるいじめに対する対策  

・ 生 徒 及び 保 護者 が ， 発 信 され た 情報 の高 度 の 流通 性 ，発 信者 の 匿 名性 ， その 他の イ  

ン タ ー ネッ ト を通 じて 送 信 され る 情報 の特 性 を 踏ま え て ， イン タ ー ネッ ト を通 じて  

行 わ れ るい じ めを 防止 し 及 び効 果 的に 対処 で き るよ う に ， 必要 な 啓 発活 動 とし て ，  

研 修 会 等を 行 う。  

 

（２）いじめ防止等に関する措置  

 ①  学校におけるいじめの防止等の対策のための組織の設置    

・ い じ めの 防 止等 を実 効 的 に行 う ため ，以 下 の 機能 を 担う 「い じ め 対策 委 員会 」を    

設 置 す る。  

＜ 構 成 員＞  校 長，教 頭 ， 教務 ， 生徒 指導 ， 養 護教 諭 ， S C， 学 年 主任  

      （ 必要に 応 じ て ， 道 徳主 任， P T A会 長， 学 校評議 員 ）  

＜ 活  動＞  ア ンケー ト 調 査並 び に教 育相 談 に 関す る こと 。い じ め が心 身 に及 ぼす 影  

響 そ の 他の い じめ の問 題 に 関す る 生徒 の理 解 を 深め る こと 。  

          い じめ 事案 に 対 する 対 応に 関す る こ と。  

＜ 開  催＞  週 1回 を定 例 会 とし ， いじ め事 案 発 生時 は 緊急 開催 と す る。  

   

②  いじめに対する措置  

・ い じ めに 係 る相 談を 受 け た場 合 は ， すみ や か に事 実 の有 無の 確 認 を行 う 。  

・ い じ めの 事 実が 確認 さ れ た場 合 は ， いじ め を やめ さ せ ， その 再 発 を防 止 する ため ，  

い じ め を受 け た生 徒・ 保 護 者に 対 する 支援 と ， いじ め を行 った 生 徒 への 指 導と その  

保 護 者 への 助 言， いじ め の 観衆 ・ 傍観 者へ の 指 導を 継 続的 に行 う 。  

・ い じ めを 受 けた 生徒 が 安 心し て 教育 を受 け ら れる た めの 必要 が あ ると 認 めら れる と  

き は ， 保護 者 と連 携を 図 り なが ら ，一 定期 間 ， 別室 等 にお いて 学 習 を行 わ せる 措置  

を 講 ず る。  

・ い じ めの 関 係者 間に お け る争 い を生 じさ せ な いよ う ，い じめ の 事 案に 係 る情 報を 関  

係 保 護 者と 共 有す るた め の 必要 な 措置 を講 ず る 。  

・ 犯 罪 行為 と して 取り 扱 わ れる べ きい じめ に つ いて は ，教 育委 員 会 及び 所 轄警 察署 等  

と 連 携 して 対 処す る。  

（３）重大事案への対処  

  生 命 ・ 心 身 又 は財 産 に 重 大 な 被 害 が生 じ た 疑 い や ， 相 当の 期 間 学 校 を 欠 席 する こ

と を 余 儀な く され てい る 疑 いが あ る場 合は ， 以 下の 対 処を 行う 。  

  ① 重大 事 態が 発生 し た 旨を ， 船橋 市教 育 委 員会 に 速や かに 報 告 する 。  

  ② 教育 委 員会 と協 議 の 上 ， 当 該事 案に 対 処 する 組 織を 設置 す る 。  

  ③ 上記 組 織を 中心 と し て ， 事 実関 係を 明 確 にす る ため の調 査 を 実施 す る。  

  ④ 上記 調 査結 果に つ い ては ， いじ めを 受 け た児 童 ・保 護者 に 対 し ， 事 実関 係そ の  

他 の 必 要な 情 報を 適切 に 提 供す る 。  

   

（４）学校評価における留意事項 

     いじめを隠蔽せずいじめの実態把握及びいじめに対する措置を適切に行うため，次の２点を学校評価の

項目に加え，適正に自校の取組を評価する。 

    ・いじめの早期発見に関する取組に関すること。 

   ・いじめの再発を防止するための取組に関すること。  
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３年間計画  

通年  ・定期的に学年主任会（校長・教頭・教務主任・生徒指導主事・養護教諭・各学年主任）を開き 

全校生徒の実態を把握する。 

4 月    ・ 入 学式 に 新入 生 を 迎え る 心構 えを 確 認 する  

・ 前 期 学 級 組 織 づ くり に お い て ， す べ ての 生 徒 を 学 級 組 織 に参 加 さ せ 学 級 に お

け る 存 在感 を 味わ わせ る 。  

    ・「 学 校い じめ 防 止 基本 方 針」 の具 体 的 な取 組 につ いて 職 員 研修 を 行う 。  

   ・講 師 を招 いて 情 報 モラ ル を学 ぶ。  

      ・保 護 者会 や面 談 を 実施 し ，保 護者 と の 連携 を はか る。  

   ・生 活 アン ケー ト を 行い ， 早期 発見 に 努 める 。  

   ・部 活 動保 護者 会 を 実施 し ，保 護者 と の 連携 を はか る。  

5 月  ・校 外 学習 や修 学 旅 行で 仲 間の よい 面 が 発見 で きる よう に す る。  

・ 生 活 アン ケ ート を行 い ， 早期 発 見に 努め る 。  

6 月   ・生 徒 総会 でよ り よ い学 校 生活 を考 え る 。  

・ 事 前 アン ケ ート を実 施 し た上 で ，教 育相 談 期 間を 設 け， いじ め の 早期 発 見に  

努 め る 。  

・ 生 活 アン ケ ート を行 い ， 早期 発 見に 努め る 。  

7 月   ・ 1， 2 年， F 組 保 護 者会 を 実施 し， 保 護 者と の 連携 をは か る 。  

・ 激 励 会を 実 施し ，頑 張 っ てい る 人を みん な で 応援 す る。  

・ 生 活 アン ケ ート を行 い ， 早期 発 見に 努め る 。  

9 月   ・ 生 活ア ン ケー ト を 行い ， 早期 発見 に 努 める 。  

10 月   ・ 後 期学 級 組織 づ く りに お いて ，す べ て の生 徒 を学 級組 織 に 参加 さ せ学 級に お

け る 存 在感 を 味わ わせ る 。  

・ 体 育 祭へ の 取り 組み を 通 して ， 学級 にお け る 存在 感 を味 わう 。  

   ・合 唱 祭へ の取 り 組 みを 通 して ， 学 級 に おけ る 存在 感を 味 わ う。  

・ 事 前 ア ン ケ ー ト を実 施 し た 上 で ， 教 育相 談 期 間 を 設 け ， いじ め の 早 期 発 見 に

努 め る  

・ 生 活 アン ケ ート を行 い ， 早期 発 見に 努め る 。  

11 月   ・人 権 集会 を実 施 し ，全 校 で人 権に つ い て考 え る。  

・ 生 活 アン ケ ート を行 い ， 早期 発 見に 努め る 。  

12 月   ・ 学 校評 価 アン ケ ー トを 行 い ,教育 活 動 を振 り 返る 。  

・ 生 活 アン ケ ート を行 い ， 早期 発 見に 努め る 。  

1 月    ・ 学校 評 価アン ケ ー トの 分 析を 行う 。  

    ・新 入 生保 護者 説 明 会に お いて ，本 校 の「 学 校い じ め防 止 基 本方 針」を 説明 し ，

情 報 モ ラル の 啓発 を行 う 。  

・事 前 アン ケ ート を実 施 し た上 で，教 育相 談 期 間を 設 け，いじ め の 早期 発 見に

努 め る 。    

     ・ 生活 ア ンケ ー ト を行 い ，早 期発 見 に 努め る 。  

2 月    ・生 活 アンケ ー ト を行 い ，早 期発 見 に 努め る 。  

3 月    ・卒 業 式への 参 加 を通 し ，学 校に お け る所 属 感 を 味わ わ せ る。  

・ 保 護 者会 を 実施 し， 保 護 者と の 連携 をは か る 。  

・ 本 年 度の ま とめ をし ， 「 学校 い じめ 防止 基 本 方針 」 を見 直す  

・ 生 活 アン ケ ート （１ ・ ２ 年） を 行い ，早 期 発 見に 努 める 。  

 


